
クリーンなエネルギーへ
熱回収や電力削減でCO2削減

・熱回収で310t-CO2/年の二酸化炭素排出量削減を達成

対象期間：2018年3月〜現在

詳細：

ボイラー使用時、コンプレッサー発熱時および焼却使用時に熱回収

65 ℃の温水（年間2,000t/ℓ）を生成

ボイラーや焼却炉から熱回収

・水冷式エアコン導入で冷却効率を約70％アップ

対象期間：2006年〜現在

詳細：

以前の空冷式から、16℃の地下水を汲み上げ使用する、
水冷式エアコンへ変更
エアコン台数は以前の3台から現在は1台へ

→冷却効率化を達成

水冷式エアコン



設備投資及び電力削減の両立を

• 白色光触媒テントについて
①照明不要な白色光触媒テント(太陽工業(株)セルフマックス
K)を作業用テント(3箇所)に使用し、照明の不使用を達成

②雨でも作業可能、汚れも非常につきにくい特性を持つ

• 屋根の特性断熱材について
工場屋根に特製の断熱材を設置して外気の影響を抑え、
施設内の空調使用度の削減

照明不要な白色光触媒テントを使用

工場屋根に特製の断熱材を設置



クリーンなエネルギーを
重油式ボイラーからLPガス式ボイラーへ変更

LPガス式ボイラーを導入し (2014年〜)

286t-CO2の二酸化炭素排出量削減を達成（66t-CO2削減/年）

対象期間：（Jクレジット制度の利用を伴う開始）

2015年11月18日〜現在

詳細：

1. J–クレジット制度を利用し、重油からLPガス使用ボイラーへ変更

2. 変更後の出力は20％アップ、ボイラー数を3台から2台へ削減

3. 重油式では燃焼レベルを3段階しか選べなかったが、

LPガス式では自由調整が可能となり、効率化も実現

4.  J–クレジットは三重県で開催するイベントや大会に寄付予定

LPガスボイラー

J-クレジット登録証


